
アーカイブ室新聞 （2010年 5月 10日 第 329号） 

 

            国立天文台・天文情報センター・アーカイブ室 中桐正夫 

 

＊ 山下（芳）情報資料第 2弾：1984 年版木曽観測所パンフレット 

 アーカイブ室新聞 （2010 年 4月 30日 第 324号）に国立天文台出版係の山下女史から 3

点の資料提供があったという記事を書いた。今回はそのうちの 1点、1984年版の木曽観測

所のパンフレットである。木曽観測所は、1974年（昭和 49年）4月 11日大沢台長のとき、

東京大学東京天文台の５番目の観測所として開設された。したがって、このパンフレット

は木曽観測所開所 10 周年を記念して発行されたものと思われる。木曽観測所は、1988 年（昭

和 63年）7月 1日、東京大学東京天文台、緯度観測所、名古屋大学空電研究所太陽電波部

門の３者が改組転換して国立天文台が創設されたとき、東京天文台の３部門とともに東京

大学に残り、東京大学天文学教育研究センター付属施設となった。写真 1がパンフレット

の表紙である。  

           写真 1 パンフレットの表紙 



 2ページには、観測所の沿革、敷地及び建物面積、シュミット望遠鏡ドーム中心位置など

の記載と本館、シュミット望遠鏡以外の建物の写真がある。 

 

             写真 2 パンフレット 2ページ 



 3ページには、105cmシュミット望遠鏡と制御室の写真説明がある。 

 

              写真 3 パンフレット 3ページ 



 4ページには、シュミット望遠鏡の仕様と性能、写真設備、保存甲板庫と写真乾板検査室

の説明がある 

 

写真 4 パンフレット 4ページ 



 5ページには、甲板測定機・計算機、夜天光観測装置の解説がある。 

 

           写真 5 パンフレット 5ページ 



 6ページは裏表紙である。 

 

            写真 6 パンフレット裏表紙 

 裏表紙のアドレス部分をみると、このパンフレットはすでに歴史的なものと思わせる事

項がいくつかある。一つは電話番号の次に FAX番号がなく、二つにはインターネットのホ

ームページではなくテレックス番号が書かれていることである。 


